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　石巻工業高校の甲子園出場に併せ、亀山市長が芦屋市を訪問。
皆さんからの義援金（600万円）を、山中市長からお渡ししました。

��������	
�������������

����５月13日（日）午前11時～午後２時＜雨天中止＞※午
前９時30分から設営可　���　奥池あそびの広場����
��　衣料品（クリーニング済みのもの）・日用雑貨など（食料
品不可）　��������３ブース（３ｍ×３ｍ）〈先着順〉
����　１ブース1,000円　�����　電話で、出店者
名・電話（ファクス）番号・出店品目を、５月１日（火）までに下
記へ　※搬入・搬出時、ブースへの車の乗り入れはできません。
撤去は午後２時からです。
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■平成24年度の組織改正については、児童福
祉法の一部改正に伴い、児童デイサービスを
児童発達支援事業に移行する等のことから、
すくすく学級を障害福祉課からこども課に移
管。障害者虐待防止法および障害者総合福祉
法（仮称）への対応・準備のため、障害福祉課に
担当を新設。こども・子育て支援施策について、
今後の国の制度改正の動向等に迅速に対応す
るために、こども課に担当を新設。道路課およ
び防災安全課の事務事業を見直し、防災安全
課から交通安全啓発に関する事務を道路課に
移管し、道路課に担当を新設したことなどの
組織改正等を行いました。
■要員については、限られた人員で市民ニー
ズに即した事務事業を実現するため、民間活
力の導入を引き続き図りながら、それぞれの
事務事業の進捗状況等に見合った組織の確立
や人員配置を考慮し、簡素で効率的な組織体
制を目指しました。
■人事異動では、引き続き多くの職員が定年
等で退職したため、今後の職員構成を見据え

ながら、組織機能のより一層の活性化・円滑化
を図るため、各職階において若手職員をはじ
め、女性職員の積極的な登用も行い、部長級11
人、課長級48人を含む総勢261人の人事異動を
行いました。 
�������	
�
総務部長・佐藤徳治／総務部参事（財務担当部
長）・山本靖博／市民生活部長・北川加津美／
保健福祉部長・寺本慎児／教育委員会管理部
長・山口謙次／芦屋病院人間ドックセンター
長（兼職）・小川法次／芦屋病院消化器セン
ター長（兼職）・竹田晃／芦屋病院診療局内科
参事（腫瘍内科部長）（兼職）・白鹿正通／芦屋
病院診療局小児科部長・森田拓／芦屋病院診
療局薬剤科部長・岡本禎晃／芦屋病院事務局
長・古田晴人
�������	
�※〔　〕内は旧役職名
南雲直樹〔総務部参事（財務担当部長）〕／竹内
惠一〔市民生活部長〕／磯森健二〔保健福祉部長〕
／古林孝保〔芦屋病院診療局内科参事（腫瘍内科
部長）〕／原田由利香〔芦屋病院診療局小児科部
長〕／波多野正和〔教育委員会管理部長〕
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四
月
二
十
三
日
か
ら
、消

化
器
セ
ン
タ
ー
・
人
間
ド
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
等
が
新
設
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
・
薬
剤
科
が
移
転

し
ま
す
。
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

は
南
玄
関
ロ
ビ
ー
に
隣
接
し
、

駐
車
場
棟
が
完
成
し
た
時
に

は
ガ
ラ
ス
張
り
で
開
放
的
な

空
間
と
な
り
ま
す
。

　

薬
剤
科
は
病
棟
に
移
り
ま

す
が
、
入
院
患
者
さ
ん
だ
け

で
な
く
外
来
患
者
さ
ん
に
も
、

よ
り
身
近
な
存
在
と
な
る
よ

う
業
務
内
容
を
一
新
し
ま
し

た
。
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新
病
棟
二
階
に
は
、
消
化

器
内
科
チ
ー
ム
こ
だ
わ
り
の

消
化
器
セ
ン
タ
ー
や
人
間

ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

ま
す
。

　

消
化
器
セ
ン
タ
ー
で
は
、

最
新
の
医
療
機
器
が
整
備
さ

れ
、
今
ま
で
以
上
に
安
心
し

て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
環
境

を
整
え
て
い
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
習

慣
病
予
防
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
、

九
月
か
ら
は
新
・
人
間
ド
ッ
ク
プ
ラ
ン
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

さ
ん
に
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け

る
「
待
合
ス
ペ
ー
ス
」
や
「
ラ
ウ
ン
ジ
」

が
で
き
ま
す
。　

そ
の
隣
に
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
窓
口
で

あ
る
地
域
連
携
室
と
と
も
に
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
さ
れ
た
服
薬
指
導
室
・
栄
養

指
導
室
も
新
し
く
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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今
回
の
改
修
で
は
各
科
の
診
療
ス
ペ
ー

ス
を
す
べ
て
五
階
に
集
約
し
て
お
り
、
外

来
診
療
で
特
に
利
用
の
多
い
中
央
採
血

室
・
心
電
図
・
エ
コ
ー
な
ど
の
検
査
ス
ペ
ー

ス
も
、
同
じ
五
階
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

診
察
室
は
明
る
い
雰
囲
気
に
新
調
さ
れ
、

化
学
療
法
室
や
処
置
室
に
つ
い
て
も
、
患

者
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
さ
れ
た

空
間
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
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芦
屋
病
院
の
改
修
工
事
は
、
外
来
棟
の

四
階「
総
合
受
付
」ス
ペ
ー
ス
の
改
修
の
み

を
残
し
、ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
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外
来
棟
三
階
に
は
臨
床
検
査
科
と
救
急

外
来
部
門
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
救
急

外
来
部
門
は
診
療
ス
ペ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン

化
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
動
線
が
改
善
さ
れ
、

迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
待
合
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
広
く
快
適
な
空
間

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
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四
月
か
ら
、
外
来
棟
西
側（
現
在
の
総

合
受
付
部
門
・
薬
剤
科
ス
ペ
ー
ス
）の
改
修

工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

改
修
後
は
、
各
種
受
付
・
支
払
い
窓
口

が
西
側
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
、
分
か
り

や
す
い
総
合
受
付
窓
口
が
完
成
し
、
患
者
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　東日本大震災の教訓から、津波襲来時における一時避難場所の
確保が求められる中、平成23年４月１日以降に本市が新たに指定
した「津波一時避難施設」についてお知らせします。
�������	
�������������
（以下の施設の３階以上の共用廊下部分等）

■�������	
����������������
　22カ所（45棟）／約31,980人収容（平成24年４月１日現在）
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�災害時の避難所での避難生活環境改善の一環として、現在注目
されている「段ボール製簡易ベッド」等の供給について、本市は、２
月１日にセッツカートン株式会社と協定を締結しました。
　この協定により、本市に災害が発生し避難所での生活を余儀な
くされた場合に、高齢者等に配慮した「簡易ベッド」など段ボール
製品の優先供給を得られることになりました。
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